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研究成果の概要（和文）：パーキンソン病の運動症状の原因の解明のため、運動制御の仕組みをD1及びD2ドーパ
ミン受容体(D1R、D2R)及びNMDA受容体を介する情報伝達のそれぞれの役割に着目して遺伝子操作マウスを用いて
解析し、特にD1Rを介する情報伝達の重要性を見出した。併せて、嫌悪刺激によるリスク回避の学習と記憶に関
してD1Rを介する情報伝達の重要性を見出し、嫌悪刺激により活性化する脳部位と情報伝達を担当する分子群を
明らかにした。

研究成果の概要（英文）：To elucidate the cause of motor symptoms in Parkinson's disease, we analyzed
 the mechanism of motor control using genetically engineered mice, focusing on the roles of D1 and 
D2 dopamine receptors (D1R and D2R) and NMDA receptor-mediated signal transduction, and especially 
found the importance of D1R-mediated signal transduction. In addition, we found that D1R-mediated 
signaling is important for learning and memory of risk avoidance induced by aversive stimuli, and 
identified brain regions activated by aversive stimuli and molecules responsible for signaling.

研究分野：神経機能学

キーワード： ドーパミン受容体　大脳基底核回路　運動制御　学習記憶　パーキンソン病　報酬学習/忌避学習　全脳
透明化　画像解析

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、高齢者の主要な神経疾患であるパーキンソン病の運動症状と非運動症状の原因を明らかにする目的
で、それらの症状に深く関わるドーパミン受容体及びNMDA受容体を介する情報伝達の変容について、運動の制御
及び認知と学習記憶の分子機構におけるD1及びD2ドーパミン受容体及びNMDA受容体の働きの理解を深めたことで
学術的意義を持ち、さらに本研究成果は、本疾患の克服に向けた予防や治療の戦略に方向性を示し、社会的要請
に応える研究への発展が考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

パーキンソン病 (PD) は、振戦・無動などの運動障害、病的賭博等の衝動制御障害、認知障害、うつ

状態を症状とし、黒質線条体ドーパミン神経の変性が原因であると考えられている。近年、PD に伴い、

大脳基底核の様々な場所で異常なオシレーション(発振現象)が起きることが報告されている。このオシ

レーションの発生機構の解明は PD の症状の成因の理解、並びに治療法の開発の点で大変重要であ

るが、大脳基底核内の個々の神経核及び関連する視床、大脳皮質などの部位における機能の理解は

十分でない。 

従来の PD のモデルでは、大脳皮質−線条体−黒質網様部

及び淡蒼球内節に至る「直接路」と、同じく大脳皮質−線条

体−淡蒼球外節−視床下核−黒質網様部及び淡蒼球内節

に至る「間接路」という 2 つの経路の活性バランスの関与が

考えられてきた(図１)。これまでに、PD の病態生理を説明す

る為の主な 2 つの仮説が提唱されている。その一つは「平均

発射頻度説」であり、神経毒 MPTP で誘発された PD

モデルサルの基底核神経細

胞の発火頻度の変化に基づ

く仮説であるが、最近の報告

では、淡蒼球内節、淡蒼球

外節の発射頻度の変化が見

られない等の批判がある。も

う一つは「発射パターン説」

であり、ドーパミンの欠乏が淡蒼球や視床下核神経にバースト発射やβ帯域の発振現象を起こし、大脳

基底核をめぐる情報伝達が阻害され、PD の症状が起こるという説である。「発射パターン説」にも批判が

あり、発振現象によって PD の無動を説明するのは難しい、MPTP 投与サルでは、症状発現が大脳基底

核の発振に先行する、視床下核で記録される局所フィールド電位の正確な由来が不明、などである。こ

れら 2 説も含め、PD の運動障害を適切に説明できる説はいまだにない。 

 そこで、生理研の南部らは「ダイナミック活動説」を提唱している(図２)。直接路は，淡蒼球内節・黒質

網様部のうち，必要な運動に関連している領域（中央部分）を抑制し，その結果、視床を脱抑制すること

によって必要な運動のみを引き起こす。ハイパ一直接路・間接路は，淡蒼球内節・黒質網様部に，時間

的・空間的に広い興奮をもたらす。その結果，視床の中央部においては，運動の開始と終了を明確化

するとともに，視床の周辺部においては抑制を強め、不必要な運動を抑制している。PD の場合は直接

路の活動性低下、ハイパ一直接路・間接路の活動性亢進により、淡蒼球内節・黒質網様部の抑制が減

少し、その結果、視床の脱抑制が減少し、運動を起こせなくなり運動減少（無動）を生じると説明してい

る。 

 

２．研究の目的 

本研究では、PD のドーパミン情報伝達異常を、情報の受け手側であるドーパミン受容体に着目して解

明することを目指す。ドーパミン D1 受容体(D1R)とドーパミン D2 受容体(D2R)の細胞内情報伝達の性

質は正反対であり、それぞれ「直接路」「間接路」を介して機能する。本研究の独創的な点として、D1R

発現のみ、又は D2R 発現のみを薬物投与で可逆的に制御する遺伝子操作マウスを用いる。本研究は

ドーパミン情報伝達を直接的に遮断／回復するものであり、光遺伝学による神経活動の制御方法とは

異なる意味を持つ。 



 これまでに得た研究成果では、成熟期に D1R を欠損させると、マウスの運動量の低下が見られ、報酬

学習により獲得された行動も著しく変化し、D1R の情報伝達の有無による個体に及ぼす変化が、明瞭に

検討できる特徴がある。 

 従来の D1R、又は D2R のストレートノックアウトマウスでは、欠損した D1R、D2R を介する情報伝達が

個体発達段階で代償されると考えられ、D1R、D2R の機能の明確な理解が困難であった。本研究では

この問題を解決する。また、大脳基底核回路の NMDA 受容体に異常活性化変異(N595Q)を導入したマ

ウスにより、運動症状の出現、報酬／忌避学習の変化及びオシレーション発振が検証できる。 

 田井中らにより開発された全脳透明化技術CUBICを用いて、動物の運動や学習記憶行動において、

全脳スケールで単一細胞レベルの高解像度で三次元的な神経活動のマッピングを行う。 

 

３．研究の方法 

(1) 本研究で、解析対象のマウスは主に以下の通り

である。①ドキシサイクリン(Dox)投与により可逆的

に D1R 発現を欠損させることができる D1R ノックダ

ウン(D1RKD)マウス(図３)、②同様の方法で Dox 投

与により可逆的に D2R 発現を欠損させることができ

る D2R ノックダウン(D2RKD)マウス、及び③D2R を

発現する間接路神経特異的に活性化 NMDA 受容

体を発現する変異マウス(GEMA D2-iCre マウス)で

ある。即ち、NMDA 受容体 NR2A (GluN2)サブユニ

ットの第 2 膜貫通領域のアスパラギン残基（N595）

は、電位依存性 Mg2+ブロックに重要であり、これま

でに作製された、Cre-loxP 組換えにより、変異型

exon 10（Q595）を発現する GEMA マウス (Hayashi et al. 2014) と D2R 発現制御による Cre 組換え酵

素発現マウス(D2-iCre マウス)の掛合せで、D2R を発現する間接路神経選択的に変異型 GluN2

（N595Q）を発現するマウス(GEMA D2-iCre マウス)を作製した。 

(2) 分担研究者の南部、知見により、D1R KDマウス、D2R KDマウス、GEMA D2-iCreマウスの大脳基

底核神経の電気生理学的性質を解析した。 

(3) 分担研究者の田井中と共同し、D1R KDマウスとArc-dVenusマウスとの複合変異マウス、並びに

cFos-GFPとD1R KDの複合マウスを用いて、D1Rの伝達を遮断時の電気ショック刺激で活性化する神

経細胞をCUBIC法により高解像度で三次元的に解析した。 

(4) 分担研究者の木津川と共同して、遺伝子改変マウスの運動機能・学習機能を、数週間連続での運

動量・摂食量・飲水量の計測、Open field、Rotarod、Wheel Running、受動的回避試験、恐怖条件づけ

等の行動実験の実施により評価した。 

(5) 分担研究者の﨑村らと共同し、ドキシサイクリン(Dox)投与により可逆的に D2R 発現を欠損させるこ

とができる D2R ノックダウン(D2RKD)マウスを作製し、D2R の発現解析を行った。 

 

４．研究成果 



(1) ドーパミン伝達は、報酬記憶と嫌悪記憶の両方に関与している。D1 ドーパミン受容体（D1R）様受容

体は、海馬 CA1 のシナプス可塑性および嫌悪記憶課題に関連する長期記憶への関与が報告されてい

る。D1R はまた、長期増強現象の初期から後期への移行に必要な海馬 CA1 領域の最初期遺伝子（IEG）

である Arc の誘導にも関与している。

Arc の発現は記憶形成中に活性化した

神経の識別に有用であり、さらに、Arc

はシナプス後神経分子と相互作用しシ

ナプス機能の調節により影響を及ぼす

と考えられ、Arc 発現様式は、行動課題

誘発神経信号における D1R を介したド

ーパミン伝達の指標として役立ってい

る。 

 本研究では、Arc 発現制御により蛍光

タンパク dVenus を高発現する Arc-

dVenus トランスジェニックマウスと D1RKD マウスとの複合マウスを用いて、嫌悪記憶の形成を解析し、併

せて、田井中らが開発した全脳透明化による３次元高解像度

解析法(CUBIC 法)により Arc 発現様式を dVenus 発現により

解析した。 

 その結果、D1RKD マウスは D1R 欠損状態で、受動的回避

試験の成績低下を示し(図４)、D1R を介したドーパミン伝達が

嫌悪記憶の形成に重要であること、併せて、視覚・体性感覚

および運動野を含む大脳皮質において、電気ショック刺激に

続く Arc 発現が低下することを見出した(図５)。これらの結果

は、D1R を介した DA 伝達が少なくとも部分的に大脳皮質ネ

ットワーク内の神経活動を増加させて嫌悪記憶形成を促進す

ることを示唆している。しかし大脳皮質に局所的に発現する

D1R が嫌悪刺激に続く神経活動の増加の原因であったの

か、それとも海馬を含む他の脳領域で発現する D1R が大脳

皮質の活動を間接的に変化させたのかは不明である。今後、

D1R の領域特異的欠損マウスを使用した解析や、c-Fos など

の他のIEGに着目して嫌悪刺激により誘発される発現様式の

解析は、嫌悪記憶形成の基礎となる神経回路と分子機構の

理解に有用と考えられる。以上の研究成果を論文に報告した

(Saito et al., Neurosci. Res. 2020)。 

(2) 田井中らは、蛍光タンパク質のシグナルをより効率的に

保存する新規の全脳透明化プロトコールの開発に成功した。また、Tg(Fos-tTA,Fos-EGFP)マウスを用

いて全脳の c-fos イメージングに成功した。 

(3) 本研究では、PD の症状の神経メカニズムと、大脳基底核を介した情報処理における NMDA 受容体

の活性化の役割を理解するため、間接路神経に特異的に活性化 NMDA 受容体を発現する変異マウス

(GEMA D2-iCre マウス)を作製した。GEMA D2-iCre マウスの変異導入様式を全脳透明化による三次

元イメージングを用いて解析した。また行動解析では自発運動量の変化はなかったが、恐怖条件付け

試験で学習-記憶の成績が低下していた（図６）。今後、直接路神経、間接路神経の神経活動を解析し、
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＜明暗実験箱マウス用 PA-3002A＞ 

 
 
暗箱のフタを開けて、明箱を上に引き上げるようにすると、暗箱から明箱を取り外すこ

とができます。明箱・ギロチンドア・明箱側汚物トレイは洗浄することができます。実

験が終了したら、すみやかに洗浄し、よく乾かしてからお使いください。暗箱には電子

回路・電子配線を内蔵していますので、洗浄はできません。床下部の汚れをふき取り、

消毒用エタノールなどで滅菌してください。 
 

  
       
       外形寸法：３１０Ｗ×１２５Ｄ×１１５Ｈｍｍ 
          明    箱：上側寸法－３００Ｗ×９８Ｄｍｍ／下側寸法－３００Ｗ×４２Ｄｍｍ 
                     有効内高さ－９０Ｈｍｍ 
                     床グリッド－φ２ｍｍステンレス丸棒６ｍｍ間隔  
          暗    箱：１８０Ｗ×１２５Ｄ×１１５Ｈｍｍ 
                     微弱赤外線光軸式パルスフォーマー１組設置 
                     蝶板開閉式フタ付 
                     暗箱内蔵部 ８本１組スクランブル配線済 
          付 属 品：落し込み式（ギロチン）ドア１枚 
                     汚物トレイ２枚 
                     コントロール装置接続コード２本 
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図５ 電気刺激後の Arc-

dVenus, D1RKD マウスの全脳

3Dイメージングの水平断面

図。 (A) D1R 発現あり、電気

刺激あり (B) D1R 欠損、電気

刺激あり。黄色は dVenus シグ

ナル、青色は核染色 



NMDA 受容体活性化による行動変化の仕組みを明らかにしてゆきたい。 

(4) 分担研究者の南部、知見らは、ドーパミ

ン D2 受容体ノックアウト(D2RKO)マウスの淡

蒼球外節(GPe)の神経活動を記録し、野生

型および PD モデルマウスと比較した。野生

型マウスの GPe 神経は約 50 Hz のランダム

な自発発火を示すが、6-OHDA の脳内投与

によって作製した PD マウスでは、バースト発

火を含む異常な発火様式が観察された。

D2RKO マウスの GPe 神経の活動を記録し

たところ、PD マウスの GPe 神経とよく似た自

発活動パターンを示すことがわかった。ま

た、野生型マウスの GPe 神経は、大脳皮質の電気刺激に対して「早い興奮－抑制－遅い興奮」という３

相性の応答を示すが、PD マウスの GPe 神経では、３相性応答のうちの遅い興奮が有意に増強されて

いた。同様の応答様式が、D2RKO マウスの GPe 神経でも観察された。線条体の間接路神経はドーパミ

ン D2 受容体を発現しており、GPe に投射することが知られている。D2RKO マウスの GPe 神経が PD マ

ウスとよく似た自発活動および大脳皮質の電気刺激に対する応答様式を示したことから、PD マウスの

GPe 神経で観察される異常な活動様式は、D2 受容体を介する情報伝達の消失に起因すると考えられ

る。 

D2R 発現神経において、NMDA 受容体の Mg2+ブロック機構が機能しない遺伝子改変マウス(GEMA 

D2-iCre マウス)の神経活動の解析を進めた。ドーパミン作動性神経細胞の主な投射先は大脳基底核

の入力部である線条体であるが、D2R は線条体の間接路神経に発現しているので、その投射先である

淡蒼球外節から神経活動の記録を行い、自発活動と大脳皮質運動野の電気刺激に対する応答様式を

調べた。GEMA D2-iCre マウスの淡蒼球外節神経の自発発火頻度は約 50 Hz で、野生型マウスと同等

であった。一方、大脳皮質運動野の電気刺激に対する応答を調べたところ、野生型マウスでは「早い興

奮－抑制－遅い興奮」の 3 相性の応答が観察されるが、GEMA D2-iCre マウスでは 3 相性の応答うち

抑制と遅い興奮が増強されていることがわかった。 

淡蒼球外節における大脳皮質由来の早い興奮は大脳皮質－視床下核－淡蒼球外節路を、抑制は大

脳皮質－線条体－淡蒼球外節路を、遅い興奮は大脳皮質－線条体－淡蒼球外節－視床下核－淡蒼

球外節路を介して伝達されることから、GEMA D2-iCre マウスでは大脳皮質から線条体間接路神経を

介して淡蒼球外節に到る情報伝達が増強されていることが示唆された。線条体の間接路神経は D2R を

発現することが知られているが、GEMA D2-iCre マウスでは D2R 発現神経の NMDA 受容体における 

Mg2+ ブロック機構が機能しないため、間接路神経が大脳皮質の電気刺激に対して過剰な興奮を生じ

た結果、抑制と遅い興奮が増強したと考えられる。 

(5) 分担研究者の木津川らは、D1RKD マウスや D1R 受容体の阻害剤を線条体に投与したマウスで

は、ホイール型走行装置ステップホイールでの走行スピードが有意に低下することを見いだし論文発表

している（Nakamura et al., Neurosci. Res. 2020）。このことは、走行時にドーパミンによる線条体神経活

動制御が行われている可能性を示唆している。そこで、走行のどのような側面にドーパミンが寄与してい

るかを解析するために、走行中の肢の動きを詳細に解析した。その結果、マウス走行時には、左右肢の

位相差、周期を基調とした協調制御が行われていることを見出した。 

(6) D2RKD マウスは、目的の遺伝子変異マウスが完成したので、D2R の発現状況の解析を行っている。

tTA 発現量を高めるため tTA 配列を複数回連結した変異マウス作製も並行して進めている。 

図 ６ 恐怖 条 件 付け 試験   GEMA D2-iCre マウス

(flox/flox Cre)は対照マウス(flox/flox)に比べ、フリージン

グの割合が低下し、移動距離が長く、学習の低下が示唆

された。 
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the role of trigeminal nerve transient receptor potential vanilloid 4

Lab Invest 210-230

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Okada Y, Sumioka T, Ichikawa K, Sano H, Nambu A, Kobayashi K, Uchida K, Suzuki Y, Tominaga M,
Reinach PS, Hirai SI, Jester JV, Miyajima M, Shirai K, Iwanishi H, Kao WW, Liu CY, and Saika S

99

10.1002/glia.23502

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Length of myelin internodes of individual oligodendrocytes are controlled by microenvironment
influenced by normal and input-deprived axonal activities in sensory deprived mouse models

Glia 2514-2525

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Osanai Y, Shimizu T, Mori T, Hatanaka N, Kimori Y, Kobayashi K, Yoshimura Y, Nambu A, Ikenaka K 66
 １．著者名

10.1016/j.neuron.2018.08.002

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Monitoring and updating of action selection for goal-directed behavior through the striatal
direct and indirect pathways

Neuron 1302-1314.e5

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Nonomura S, Nishizawa K, Sakai Y, Kawaguchi Y, Kato S, Uchigashima M, Watanabe M, Yamanaka K,
Enomoto K, Chiken S, Sano H, Soma S, Yoshida J, Samejima K, Ogawa M, Kobayashi K, Nambu A,
Isomura Y, Kimura M

99(6)

10.1002/mds.107

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Recruitment of calbindin into nigral dopamine neurons protects against MPTP‐Induced
parkinsonism

Movement Disorders 200～209

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Inoue Ken‐ichi、Miyachi Shigehiro、Nishi Katsunori、Okado Haruo、Nagai Yuji、Minamimoto
Takafumi、Nambu Atsushi、Takada Masahiko

34
 １．著者名



2018年

2019年

〔学会発表〕　計50件（うち招待講演　12件／うち国際学会　8件）

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

The 10th BRI International Symposium, ADVANCED BRAIN IMAGING FOR THE FUTURE

The 10th BRI International Symposium, ADVANCED BRAIN IMAGING FOR THE FUTURE,

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Toshikuni Sasaoka et al.

Nae Saito, Toshikuni Sasaoka et al.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

Analysis of the role of basal ganglia circuit using dopamine receptor and NMDA receptor mutant mice

Elucidation of motor control and aversive memory formation mechanism by dopamine using dopamine D1 receptor gene modified
mice

10.1016/j.neuint.2019.01.011

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The effect of zonisamide on L-DOPA-induced dyskinesia in Parkinson’s disease model mice

Neurochem Int 171-180

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Sano H, Nambu A 124
 １．著者名

10.1126/sciadv.aav0618

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
New neurons use Slit-Robo signaling to migrate through the glial meshwork and approach a lesion
for functional regeneration

Science Advances eaav0618

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Kaneko N.、Nambu A.、Sawamoto K et al. 4
 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第４３回日本分子生物学会年会

第43回神経科学大会

第63回日本神経化学大会

第４３回日本分子生物学会年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

笹岡俊邦, 齊藤奈英, 知見 聡美, 阿部 学, 川村 名子, 鍋島 陽一, 田井中 一貴, 﨑村 建司, 南部 篤

笹岡俊邦, 齊藤 奈英, 知見 聡美, 阿部 学, 川村 名子, 鍋島 曜子, 鍋島 陽一, 田井中 一貴, 﨑村 建司, 南部 篤

福田 七穂, PERCIPALLE Piergiorgio, CZAPLINSKI Kevin, 福田 智行, 笹岡 俊邦

中務 胞、 宮本 純、岩崎 亜美、村田 康輔、平山 瑠奈、夏目 里恵、阿部 学、崎村 建司、笹岡 俊邦

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

IDR領域に違いをもつhnRNP A/BバリアントによるmRNA翻訳制御

遺伝子改変マーモセット作製の効率化に向けて：異種卵巣移植によるマーモセット卵子の採取方法の確立

 １．発表者名

Analysis of alteration in motor control and learning and memory caused by reduced magnesium block of NMDA receptors in the
D2 receptor expressing cells of the indirect pathway

Analysis of alteration in motor control and learning and memory caused by reduced magnesium block of NMDA receptors in the
D2 receptor expressing cells of the indirect pathway



2020年

2020年

2020年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第３回若手育成セミナー 新学術領域研究

第43回神経科学大会

第43回神経科学大会

第42回神経科学大会 第62回日本神経化学会大会 サテライトシンポジウム（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

田井中一貴

広兼 浩二朗, 中村 徹, 久保田 康夫, Hu Dan, 八木 健, Graybiel  AM, 木津川 尚史

木津川 尚史, 寺下 拓真, 広兼 浩二朗, 久保田 康夫, Dan Hu, 八木 健, Graybiel AM, 中村 徹

Toshikuni Sasaoka, Nae Saito, Satomi Chiken, Manabu Abe, Yo-ichi Nabeshima, Kazuki Tainaka, Kenji Sakimura, Atsushi Nambu

 ４．発表年

神経回路の可視化・操作・モデリングのための最先端技術

複雑パターン走行時におけるリズムチャンクの解析

線条体神経細胞によるリズミカルな運動制御

Elucidation of motor control mechanism by the striatum using genetically modified mice harboring tetracycline-controlled
expression of D1/D2 dopamine receptors and activated NMDA receptors in the striatum

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

Visit by Brain Research Institute,Niigata University, Japan Mini Symposium（招待講演）（国際学会）

新学術領域研究「非線形発振現象を基盤としたヒューマンネイチャーの理解」2019 年度第 1 回領域会議

第60回新潟生化学懇話会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

The 8th Japan-Sino-Korea Mouse Resource Workshop “Precision Modelling of Human Diseases in Mice and Cell Resources”（招待
講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Toshikuni Sasaoka

Studying the mechanism of motor control using mouse model for Parkinson's disease

Research on mechanism of motor control and development of genetically modified animal production technology for higher brain
function research

線条体のD2ドーパミン受容体を発現する間接路ニューロンにおけるNMDA受容体のMg2+ブロックの減少により引き起こされる運動異常

嗅神経細胞におけるmRNA 局在化機構の解明

Toshikuni Sasaoka

笹岡俊邦,齊藤奈英, 知見聡美,小田佳奈子,阿部学,鍋島曜子,鍋島陽一, 田井中一貴, 崎村建司, 南部篤

福田七穂, 川市正史, 石田靖雅, 福田智行, 笹岡俊邦



2019年

2019年

2019年

2019年

第60回新潟生化学懇話会

第60回新潟生化学懇話会

第42回神経科学大会 第62回日本神経化学会大会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 ２．発表標題

齊藤奈英, 原怜, 田井中一貴, 阿部学, 川村名子, 山口瞬, 知見聡美, 一瀬宏, 崎村建司, 南部篤, 笹岡俊邦

中務胞、夏目里恵、崎村建司、笹岡俊邦、山城秀昭、阿部学

甲斐龍太、 田井中一貴、 高橋邦之、齊藤 奈英、 笹岡 俊邦、 山口 瞬、 那波 宏之、堀井 新

笹岡 俊邦, 齊藤 奈英, 阿部 学, 川村 名子, 鍋島 曜子, 鍋島 陽一, 田井中 一貴, 崎村 建司

第42回神経科学大会 第62回日本神経化学会大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 １．発表者名

片側内耳破壊の皮質神経活動への影響

線条体のD2ドーパミン受容体発現間接路神経におけるNMDA受容体のマグネシウムブロック低下による運動異常

テトラサイクリン調節ドーパミンDl 受容体発現を有する遺伝子改変マウスを用いたドーパミンによる運動制御機構の解明

最先端発生工学技術の融合による脳神経研究に有用な遺伝子改変動物作製法確立の試み

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第42回神経科学大会 第62回日本神経化学会大会

第42回神経科学大会 第62回日本神経化学会大会

第42回神経科学大会 第62回日本神経化学会大会

福田 七穂, Percipalle Piergiorgio, Czaplinski Kevin, 福田 智行,笹岡 俊邦

齊藤 奈英,大久保 朝子, 阿部 学, 川村 名子, 山口 瞬, 一瀬 宏, 崎村 建司, 田井中 一貴, 知見 聡美, 南部 篤, 笹岡 俊邦

 ３．学会等名
第42回神経科学大会 第62回日本神経化学会大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

結合タンパク質hnRNP A/Bのマウス嗅覚神経細胞における機能の解明

D1ドーパミン受容体コンディショナル発現マウスを_いたドーパミンによる運動制御機構の解明

マウス脳におけるNMDA型 グルタミン酸受容体サブユニットの定量的解析

脊髄小脳失調症42型モデルマウスを用いた神経変性分子病態基盤の解明

 １．発表者名

 １．発表者名

鈴木 康浩,中本 千尋,阿部 学,笹岡 俊邦,崎村 建司

橋口 俊太,土井 宏,國井 美紗子,中村 行宏,志牟田 美佐 ,鈴木 江津子,大久保 正紀 ,笹岡 俊邦,竹内 英之,石川 太郎,田中 章景



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第６６回中部日本生理学会大会

笹岡 俊邦, 齊藤 奈英, 原怜, 田井中 一貴, 知見 聡美, 阿部 学, 川村 名子, 山口 瞬, 鍋島陽一, 一瀬 宏, 崎村 建司, 南部 篤

Nae Saito, Kazuki Tainaka, Satomi Chiken, Satoshi Hara, Manabu Abe, Meiko Kawamura, Yoko Nabeshima, Yo-ichi Nabeshima, Shun
Yamaguchi, Hiroshi Ichinose, Kenji Sakimura, Atsushi Nambu, Toshikuni Sasaoka

笹岡 俊邦, 齊藤 奈英, 原怜, 田井中 一貴, 阿部 学, 川村 名子, 山口 瞬, 知見 聡美,一瀬 宏, 崎村 建司, 南部 篤

笹岡 俊邦, 齊藤 奈英, 原 怜, 田井中 一貴, 阿部 学, 川村 名子, 山口 瞬, 知見 聡美,一瀬 宏, 崎村 建司, 南部 篤 ドーパミン受容
体及びNMDA受容体変異マウスを用いた大脳基底核回路の機能解析

 ３．学会等名

神経オシレーションカンファレンス2019「ヒューマンネイチャーの理解」（国際学会）

第42回日本分子生物学会年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

テトラサイクリン調節ドーパミンD1受容体発現を有する遺伝子改変マウスを用いたドーパミンによる運動制御機構の解明

Analysis of functions of the basal ganglia circuit using dopamine receptor and NMDA receptor mutant mice.

テトラサイクリン調節ドーパミンD1受容体発現を有する遺伝子改変マウスを用いたドーパミンによる運動制御機構の解明

ドーパミン受容体及びNMDA受容体変異マウスを用いた大脳基底核回路の機能解析

新学術領域研究「非線形発振現象を基盤としたヒューマンネイチャーの理解」2019 年度第 2回領域会議



2019年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第９回日本マーモセット研究会

The 10th BRI International Symposium, ADVANCED BRAIN IMAGING FOR THE FUTURE（国際学会）

The 10th BRI International Symposium, ADVANCED BRAIN IMAGING FOR THE FUTURE（国際学会）

Toshikuni Sasaoka et al.

Nae Saito et al.

齊藤 奈英, 田井中 一貴, 知見 聡美, 原怜, 山口 瞬, 一瀬 宏, 南部 篤, 笹岡 俊邦

中務胞、宮本純、夏目里恵、崎村建司、笹岡俊邦

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Analysis of the role of basal ganglia circuit using dopamine receptor and NMDA receptor mutant mice

Elucidation of motor control and aversive memory formation mechanism by dopamine using dopamine D1 receptor gene modified
mice

テトラサイクリン調節ドーパミンD1受容体発現を有する遺伝子改変マウスを用いたドーパミンによる記憶及び運動制御機構の解明

遺伝子改変マーモセット作製にかかる基盤技術の開発

 １．発表者名

 １．発表者名

新学術領域研究「非線形発振現象を基盤としたヒューマンネイチャーの理解」2019 年度第 2回領域会議



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第60回日本神経病理学会総会学術研究会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Symposium of Biofunctional Chemistry（招待講演）（国際学会）

Kazuki Tainaka

田井中一貴

田井中一貴

田井中 一貴・齋藤 理恵・井上 雅文・柿田 明美

新潟医学会特別講演（招待講演）

第60回新潟生化学懇話会プログラム（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

CUBIC: Whole-brain/body imaging with single-cell resolution using hydrophilic chemical cocktails

CUBIC:生体組織透明化による包括的3Dイメージング技術

CUBIC: 組織透明化技術による3Dイメージング

3D 神経病理学に向けたホールマウント染色手法の開発

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Neuro2019（国際学会）

第16回 日本病理学会カンファレンス（招待講演）

リエゾンラボ炎症シンポジウムin北海道大学（招待講演）

Kazuki Tainaka

田井中一貴

Kazuki Tainaka

田井中一貴

第5回 北海道大学部局横断シンポジウム（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Comprehensive 3D Imaging by Tissue Clearing Technique CUBIC

組織透明化による3D神経病理学

CUBIC: Whole-organ, whole-body imaging with single-cell resolution using chemical cocktails

有機化学が拓く次世代3D組織化学

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第42回日本神経科学大会　シンポジウム“New Understanding of Functions of Basal Ganglia in Health and Disease”（招待講演）

第29回日本時間生物学会 　シンポジウム「生物の多様な集団発振現象」（招待講演）

科学研究費補助金「新学術領域研究(研究領域提案型)」 非線形発振現象を基盤としたヒューマンネイチャーの理解「オシロロジー」 2018
年度第 1 回領域会議

 ３．学会等名
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